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社会福祉法人　清豊福祉会

★　出汁の味比べ　★

（
以
上
、
主
幹
教
諭
　
下
窪
）

　9 月の食育体験では、煮干し・かつお節・昆布の出汁の味比べをしました。子ども
たちは「出汁って何だろう？」という素朴な疑問から始まり、どんな素材を使ってい
るのか、どうやって出汁がとれるのかに興味津々でした。飲み比べでは「この味好き！」

「これがかつお節かも」と友だちと会話を弾ませながら、楽しく味わっていました。

も
う
す
ぐ
運
動
会

　

柿
木
田
中
町
内
会
と
谷
山
消
防
分
団
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
地
域
合
同
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
私

た
ち
職
員
も
、
地

域
住
民
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
改
め

て
自
覚
し
、
防
災

意
識
を
高
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

煮干し

　

十
月
十
一
日
は
運
動
会
で
す
。
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
ク
レ
イ

広
場
を
お
借
り
し
て
行
い
ま
す
。
か

け
っ
こ
や
綱
引
き
、
玉
入
れ
な
ど
全

力
で
競
い
合
い
ま
す
。

　
観
覧
さ
れ
る
保
護
者
の
皆
様
も
、

長
時
間
暑
い
中
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
熱
中

症
に
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
た
ち
が
精
一
杯
頑
張
る
姿
に
、
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

昆布 かつおぶし

こども園便り　御所こども園

地
域
合
同
避
難
訓
練
　
　
　
九
月
十
六
日

ココ→
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給
食
便
り

食
の
安
心
・
安
全

（
以
上
、
給
食
室
　
石
原
）

（
以
上
、
食
育
向
上
グ
ル
ー
プ
　
松
岡
）

秋
の
訪
れ

　
日
が
落
ち
る
の
が
随
分
早
く
な
り
、
秋
の
訪

れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
の
給

食
で
は
、
秋
の
食
材
で
あ
る
『
さ
つ
ま
芋
』
を

使
っ
て
、さ
つ
ま
芋
ご
飯
や
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、

蒸
し
さ
つ
ま
芋
を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま
芋

は
、
糖
質
や
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、
免
疫
力

強
化
に
役
立
つ
食
材
で
す
。
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

給
食
を
食
べ
て
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
中
の
危
険

　
食
事
中
に
発
生
す
る
事
故
と
し
て
、
誤
嚥
や

誤
飲
の
他
に
箸
や
ス
プ
ー
ン
を
口
に
咥
え
た
ま

ま
転
倒
す
る
『
の
ど
突
き
事
故
』
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、
の
ど
突
き
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
食
事
中
の
見
守
り
は
、
多
く
の
職
員
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、お
か
わ
り
の
と
き
は
、

必
ず
箸
や
ス
プ
ー
ン
を
置
い
て
か
ら
席
を
立
つ

よ
う
に
指
導
し
て
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
　
　
　
九
月
十
日

　
ヤ
マ
ト
運
輸
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
は
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
え
づ
ら
い
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、『
こ
こ
に
い
る
よ
！
』
と

い
う
気
持
ち
で
大
き
く
手
を
挙
げ
る
よ
う
に
と

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ネ
コ
く
ん
、
シ
ロ

ネ
コ
ち
ゃ
ん
の
登
場
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
、
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
横
断
歩
道
を
歩
く
練

習
を
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
寒
い
時
期
に
流
行
す

る
感
染
症
で
す
。
し
か
し
、
今
年
は
す
で
に

鹿
児
島
県
内
で
の
流
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
に
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
加

え
、
手
洗
い
や
う
が
い
、
十
分
な
休
養
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
接
種
は
、
十
月
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。
体
調
の
良
い
と
き
に
ご
家

族
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（

以
上
、
看
護
師
　
兼
廣
）

（
以
上
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
　
大
山
）

健
康
便
り

安
全
便
り
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夏祭りごっこ
法被にねじりはちまきを身
に付けて、気合い十分で参
加しました。『ドラえもん
音頭』もバッチリでした。
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今年度が始まって半年が経ちました。ぱんだ組やひよこ組の子どもた
ちは、それぞれにお気に入りの玩具を見つけ、遊びを工夫する姿が多
く見られるようになってきました。身近な玩具を使って新しい遊び方
を考えたり、思いついたことを試したりする中で、「こんなこともで
きる！」と喜びを感じる子どもたちの姿があります。今回はその可愛
らしい発想を紹介します。

ねぇねぇ、スカー
トになったよ

ここに入るかな、
つかめるかな？

ボールを入れてお
っぱいができたよ

可愛いブレスレッ
トでしょ

ニンジャになったよトングでつかもう

ドラえもんになっ
たよ

子どもたちの発想は一つの遊びにとどまらず、無限に
に広がっていきます。最初は一人で楽しんでいた遊び
も、友だちと共有したりアイデアを真似したりしなが
ら一緒に工夫していく姿が見られます。その積み重ね
が、子どもたちの関係性や表現の豊かさにつながって
いきます。これからも、子どもたちの発想やひらめき
を大切にし、保育者としてその瞬間を見逃さず受けと
めていきたいと思います。　　（０、１歳児担任　兼廣）

見て見てー
　ぼくたち、わたしたちのアイデア
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ダンス 水遊び

豆挟みリレー 新聞輪投げ

　
今
回
は
、
三
年
生
の
女
の
子
四
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
和
や
か
で
、
と
き
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
遊
ぶ
姿

が
印
象
的
で
す
。
外
で
は
一
輪
車
に
挑
戦
し
た
り
、
滑
り
台
で
よ
く
遊
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
乗
れ
な
か
っ
た
一
輪
車
も
、
上
級
生
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
諦
め
ず
に
練
習
を
続
け
、
今
で
は
上
手
に
乗
り
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
滑
り
台
で
は
、
自
分
た
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
滑

り
方
を
工
夫
し
て
試
し
、
そ
れ
を
真
似
す
る
下
級
生
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
学
習
面
で
は
、
二
年
生
の
と
き
と
比
べ
て
量
が
増
え
、
難
易
度
も
上
が

り
ま
し
た
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
き
に
は
、
一
年
生
に

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
る
頼
も
し
い
姿
も
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
隣
の
こ
ど
も
園
で
一
歳
児
の
お
世

話
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
そ
の
優
し

い
様
子
を
見
て
い
る
と
心
が
温
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
自
我
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
自

立
心
が
芽
生
え
て
、
学
習
内
容
が
高
度
化
し
『
九
歳

の
壁
』
と
呼
ば
れ
る
つ
ま
づ
き
が
生
じ
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
友
だ
ち
と
の
関
係
が
密

接
に
な
り
集
団
行
動
が
増
え
る
中
で
、
他
者
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
力
も
育
ち
、
社
会
性
が
身
に
つ
く
大

切
な
時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
の
び
の

び
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
成
長
を
楽
し
み
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
児
童
支
援
員
補
助
員
　
仲
村
）

　
秋
と
は
名
ば
か
り
の
暑
い
日
が
続
き
、
子
ど
も
た
ち
は
汗

び
っ
し
ょ
り
の
真
っ
赤
な
顔
で
来
所
し
て
い
ま
す
。
運
動
会
の

練
習
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
、「
疲
れ
た
〜
」
と
言
い
な
が
ら
来

所
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
や
つ
を
食
べ
て
一
息
つ
く
と

元
気
を
と
り
も
ど
し
ま
す
。
世
界
陸
上
や
世
界
バ
レ
ー
の
話
で

盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
男
女
問
わ
ず
ダ
ン

ス
に
夢
中
で
、音
楽
に
合
わ
せ
て
上
級
生
が
振
り
付
け
を
考
え
、

下
級
生
も
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
も
自

分
た
ち
で
工
夫
し
、
み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

児童クラブ便り　児童クラブ未来

（
以
上
、
ク
ラ
ブ
長
　
髙
﨑
）

羽
ば
た
け
学
童
さ
ん
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（
記
者
　
岩
坪
・
堂
原
・
長
田
・
湯
ノ
口
・
吉
松
・
片
岡
ひ
・
片
岡
み
・
一
氏
・
森
山
）
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今月の コラム

4 月から始まった新しい生活も気づけばもう半年。初
めは少し不安そうだった子どもたちも、今では新しい
クラスでの生活にすっかり慣れ、笑顔で過ごす日が増
えました。この間にできることがどんどん増え、友だ
ちとの関わりも深まっています。心も体もぐんと成長
する姿に日々驚かされています。ご家庭では、お子さ
んの「できた！」の瞬間をどのように感じていらっしゃ
いますか？

これからも、一つひとつの関わりを大切にしながら「昨日よりこれができるようになっ
たね」「こんなことに興味があるんだね」と、ありのままの子どもたちの姿を受け止め
ていきましょう。そうすることで、子どもたちは安心して自分らしいペースで大きく育っ
ていくことができます。ご家庭で悩んでいることがありましたら、当法人では様子観察
や個別相談の機会も設けていますので、どうぞ気軽にご相談ください。

（以上、保育向上グループ）

比べてしまう気持ち、ありませんか？

周りの子と比べて「うちの子はまだこれができない」「あの子はもうこんなことができ
るのに」と、焦りを感じることもあるかもしれません。子どもの成長は一人ひとり全く
違います。得意なことも、興味を持つことも、成長のスピードも、それぞれに個性があ
ります。

その子の「今」を大切に

大切なのは周りと比べることではなく、その子自身の成長のペースを尊重することです。
大人がその子の『今』にしっかりと目を向け、日々の小さな成長を見つけてあげること
が、子どもたちの自己肯定感を育むことにつながります。

一人ひとりの育ちを大切に

セバストガチョウ号　10月号 7



チャイルドシートには『ベビーシート』『チャイルドシート』『ジュニアシート』の
3 種類があり、お子さまの年齢や体格に合わせて使用します。

送迎や買い物、お出かけのときに欠かせないチャイルドシート。多くのご家庭で利用さ
れていますが、まれに大人用の座席や膝の上に座らせたまま運転している姿を見かける
ことがあります。今回は、改めてチャイルドシートの大切さについてご紹介します。

子どもの命を守るチャイルドシート

・6 歳未満は着用義務があります（病気や療養中などの場合を除く）。
・�6 歳以上でも身長 150cm 未満のお子さまは、ジュニアシートを使うことで大人用

シートベルトの安全性を確保できます。
・�着用していないと、衝突や急ブレーキの際に体を強くぶつけたり、車外に放り出さ

れる危険があります。

チャイルドシートを選ぶ際は『E マーク』が付いているものを選びましょう。安全
基準には従来の『R44』と最新の『R129』があります。ご家庭の車に適合するか
どうかも確認が必要です。「子どもが嫌がるから…」という声も聞かれますが、チャ
イルドシートを着用していない場合、事故時の致死率は着用している場合の約４倍
に上がるといわれています。お子さまの命を守るために、日々の送迎やちょっとし
た外出のときにも、必ずチャイルドシートを正しく使用しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、環境向上グループ）

ベビーシート ジュニアシートチャイルドシート
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保育園便り　 御所季の子保育園

健
康
便
り

　
空
高
く
澄
ん

だ
秋
晴
れ
の
日

が
続
き
、
戸
外

遊
び
が
心
地
よ

い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
落
ち

葉
を
舞
い
上
げ
た
り
、
木
の
実
を
手
に
し
た

り
と
、
秋
な
ら
で
は
の
発
見
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
一
方
で
、
朝
夕
は
冷
え
込
む
日
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
衣
服
の
調
節
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
元
気
に
秋
の
日
々
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
刀
魚
の
炭
火
焼
き
　
　
　
九
月
十
八
日

　
秋
の
味
覚
『
秋
刀
魚
の
炭
火
焼
き
』
を
楽

し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
焼
き
網
の

上
で
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
と
音
を
立
て
る
秋
刀
魚

を
興
味
深
そ
う
に
見
つ
め

「
い
い
に
お
い
！
」
と
嬉

し
そ
う
な
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
焼
き
た
て
の
秋

刀
魚
を
味
わ
い
、
秋
の
風

情
を
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し

ま
し
た
。
　
　
　（
以
上
、
保
育
士
　
稲
留
）

目
を
守
ろ
う

　
十
月
十
日
は
『
目
の
愛

護
デ
ー
』
で
す
。
園
で
は

戸
外
遊
び
や
製
作
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を

し
っ
か
り
使
い
、
自
然
や
周

囲
の
変
化
に
気
づ
く
力
を
育

ん
で
い
ま
す
。

目
の
健
康
の
ポ
イ
ン
ト

・�

読
書
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
と
き
は
、
画
面
と
の
距

離
や
姿
勢
に
気
を
つ
け
る

・
長
時
間
の
使
用
は
避
け
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る

・
遠
く
を
見
る

・
自
然
観
察
の
遊
び
で
目
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

　
園
で
は
遊
び
や
日
常
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
目
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
も
一
緒
に
取
り
組
み
、
読
書
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

時
の
姿
勢
や
休
憩
に
配
慮
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

目
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
、
保
育
士
　
諸
隈
）
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給
食
便
り

九
月
の
献
立
よ
り
　
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

【
材
料
】（
五
人
分
）

□
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
…
一
〇
〇
㌘

□
マ
ー
ガ
リ
ン
…
…
…
…
一
五
㌘

□
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
五
〇
㌘

□
卵
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
㌘

□
生
ク
リ
ー
ム
…
…
…
…
一
〇
〇
㌘

□
小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
二
三
㌘

□
レ
モ
ン
汁
…
…
…
…
…
八
㌘

【
下
準
備
】

・
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
マ
ー
ガ
リ
ン
を
常
温
に
戻
す

・
オ
ー
ブ
ン
を
一
八
〇
度
に
予
熱
し
て
お
く

【
作
り
方
】

①�

ボ
ウ
ル
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
マ
ー
ガ
リ
ン
を
入

れ
、
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
練
る
。

②�

①
に
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
卵
黄
を
加
え
て
、
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

③�

②
に
生
ク
リ
ー
ム
、
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
、
泡
立
て

器
で
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④�

③
に
小
麦
粉
を
ふ
る
い
入
れ
、
粉

気
が
な
く
な
る
ま
で
混
ぜ
合
わ
せ

る
。

⑤�

④
を
型
に
流
し
入
れ
、
表
面
を
な

ら
し
て
、
オ
ー
ブ
ン
で
三
〇
分
程

度
焼
い
た
ら
完
成
。
　（
以
上
、
栄
養
士
　
川
田
原
）

秋
の
食
材
で
育
む
咀
嚼
力
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
　
　

　

十
月
は
、
さ
つ
ま
い
も
・

き
の
こ
・
根
菜
な
ど
、
食

物
繊
維
が
豊
富
で
噛
み
応
え

の
あ
る
食
材
が
旬
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ら
を
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
は
、
あ
ご
の
発

達
や
歯
列
の
形
成
を
助
け
る

ほ
か
、
唾
液
分
泌
を
促
し
消

化
吸
収
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

食
物
繊
維
は
腸
内
環
境
を
整

え
、
免
疫
力
向
上
や
生
活
リ

ズ
ム
の
安
定
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
園
で
は
噛
む
音
や
食

感
を
言
葉
に
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
咀
嚼

で
き
る
よ
う
丁
寧
に
声
か
け

を
行
い
、
食
べ
る
意
欲
を

引
き
出
し
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
も
秋
の
味
覚
を
取
り
入

れ
、
食
べ
る
力
と
健
や
か
な

体
づ
く
り
を
一
緒
に
育
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
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肌
寒
い
日
が
少
し
ず
つ
増
え
、

秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
つ
い
こ
の
間
ま
で
半
袖
で
過
ご

し
て
い
た
の
に
、
朝
晩
は
も
う
肌

寒
く
、
エ
ア
コ
ン
を
消
し
て
し
ま

う
ほ
ど
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
衣
替
え

の
季
節
で
す
が
、
押
し
入
れ
に
大

事
に
し
ま
っ
て
あ
る
子
ど
も
服

は
、
き
っ
と
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
育
ち
盛
り

の
子
ど
も
は
、
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
で

服
が
着
ら
れ
な
く
な
る
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
毎
年
大
切
に
片
づ
け

て
い
る
自
分
に
つ
い
笑
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

　
次
回
の
『
セ
バ
ス
ト
ガ
チ
ョ
ウ

号
』
も
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
井
迫
）

御所季の子保育園では、子どもたちの安全を守るため、年間を通して火災・地震・火山・洪水・感染症・不審者
対応など、さまざまな場面を想定した避難訓練を計画的に行っています。どのような非常時にあっても、職員が
迅速に行動できるように、また子どもたちが落ち着いて保育者の声をしっかり聞き、安全に避難できるように取
り組んでいます。

訓練を繰り返す中で、子どもたちは火災や地震の際の約束を確認し、実際に行動に移す力を少しずつ身につけて
います。園での経験は、いざという時に自分の命を守る大切な力となります。これからも子どもたちが安心して
生活できるよう、意識を高めながら日々の保育を進めてまいります。　　　　　　　　　　（以上、広報グループ）

避難訓練　〜みんなで守る、みんなの安全〜

感染症の発生を想定し、職員によ
る対応訓練を行いました。手順や
役割分担、連携の確認を行い、緊
急時に迅速に対応できる体制を整
えています。

感染症

洪水を想定し、高所や避難経路を確
認しながら、園児の安全な移動や、
限られた職員での役割分担、保護者
への連絡体制を整える訓練を行って
います。

洪水

不審者の侵入を想定し、園児を安全
に避難させる誘導方法や職員の役割
分担、通報・連絡体制を確認し、第
一に子どもの命を守れるように訓練
を行っています。

不審者対応

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。
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